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　　　　　　　　　　桓星のボロメ1タ1光度と温度との關係
　工914年來一般の天艦物理學界に有力な指針として奪重されてるる所謂RusseU－Hertz－
sprUII9圖とは，星の絶劃眼白光度と其のスペクトル型との關係を表はすものである
が，しかし一歩進んで考へると，長年光度といふのも，スペクトル型といふのも，可
なり學的意味のアイマイなものであって，他との關係を考へる馴合に全く無意味とな
るこ．とすらある・南阿ジヨノ・ネスバiグのA・E・｝1・Blcksley氏は，回れを改めて，
もっと合理的な藪量間の關係に引き直さうと試み，むしろ絶封ボP刈タ1光度（B）
と，有効温度（ti）叉は其れと關醒す．る量とを用みること、し，例へば
　　　　Bs＝一10109が　但し，太陽の適合はBs＝0
といふものを用みた・このBsは軍位表面のボロメ1タ】光度である・
　さて，ヰルソン山天目皇より蛮表された星の分光覗差の論から材料を探って，途に
圭系列の星については　　B＝＝L519×Bs十4・66±OA
といふ關係を得た・之れに封し，
　　　　B＝d十5十5　lo9　丁　但し，　dは現品ボロメ1タ1光度，πは親差
を用みると，
　　　　log　T＝＝o，304　p），一〇．20　d－o，07±o，os
といふ結果が得られ，可なり精密に星の親出を計算：する手段を得る・〔・、N・609　O〕
　　　　　　　　　　　　　　バ1ナ1ド星の加速度
　恒星の固有運動に加速度を示す場合は，理論上のみ多くは想像され，實測上には殆
んど例の無いほど珍らしいことであるが，しかし，さすがに全天第一の大固有運動を
有するバ1ナ1ド星だけは，かうした加速度が實測がらも算出された・之れは米國ゾ
ジ＝ヤ大望マコ1ミク天文墓のIj・　T　a　n　de　Kamp氏の研究である・〔A∫1024〕一般
に，星の観線速度をV・固有蓮動をy・，覗差を．πとすると，加速度は
　　　　＿O！ノOO600209）×π×V×y
となる〔AN　154，67；vJs　37，242；AJ　30，137〕・これにバ1ナ1ド星の場合の
　　　　n＝O！io”　o”　V＝＝　一110　1cm／sec　y＝．　10．Xi3
を用みると，加速度は＋0・”OO128となる筈である・之れを赤纒と赤緯とに分け，爲
眞槻測の結果と比較すると，
　　　　　　　　　　　赤経の加速度　　　　　　赤緯の加速度
　　　　言十　　算　　　　　　　 一〇！／00009　　　　　　　　　　　　　　十〇！〆00127
　　　　槻　　詑財　　　　　　　　一〇．00055±”．00027　　　　　　　　一モー0．00059ゴ＝”．00021
　　　　　差　　　　　　　　　一〇．00046　　　　　　　　　　　　　　　＿0．00068
此の差は偶然誤差と見られてるる・
